
小金井市HP

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、適切な避難行動をとりましょう。

　避難とは「難」を「避」けること。安全な場所にいる人まで避難所に行く必要はありません。
　市からの情報やテレビ・ラジオ等正確な情報を入手し、落ち着いて行動しましょう。

自宅の安全対策

　災害から身を守るため、また災害後に自宅で継続して生活するために、自宅の安全性を
確保しましょう。 

　日ごろから、避難所や自宅で過ごすための物資を備えておきましょう。

小金井市

【感震ブレーカーの種類】

 屋外の備え
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小金井市防災マップ 検  索

災害 から身を守るために 風水害 から身を守るために地震 から身を守るために

家庭での話し合いと準備

感震ブレーカーとは？
　感震ブレーカーは、地震を感知する
と自動的にブレーカーを落として電気
を止めます。
　感震ブレーカーを設置して、電気火
災から「家」・「地域」を守りましょう。

・大きな家具は人の出入りの少ない部屋に置く。また、できるだけ玄関、廊下等に物を置かない。
・消火用水や生活用水として、風呂の水は常に貯めておく（溺れ防止のため、子どもだけで浴室に入れないようにする）。
・壁や柱にぴったりと固定できない家具は、床との間に滑り止めストッパー等を敷く。

家族一人ひとりの役割分担を決める
●災害時の役割をそれぞれ決めておく。
（火を消す人、ドアを開ける人、高齢者や子ども
を守る人、非常持ち出し品を管理する人…など）

避難場所、避難方法、避難経路を確認する
●地域の避難場所を確認する。
●家族が離ればなれになったときの集合
場所を決めておく。

●家族で避難経路等の下見をしておく。
家族との連絡方法を確認する
●災害用伝言ダイヤル「171」等の使い方
を確認する。

●連絡方法は１つだけではなく複数決めておく。

　 メールや SNSを組み合わせよう
携帯電話・スマートフォンのメールを活用したり、SNS（X、
LINE、Facebook等）に自分の状況を投稿する（「無事です！」
等）ことで、家族や友人に安否を伝えることができます。

　 遠方の親戚等を中継点にして連絡をとろう
事前に、遠方に住む親戚等にお願いして、災害時に家族の安否確
認の中継点になってもらえるようにしておきましょう。複数の
連絡拠点を設けておくことが理想です。

　 公衆電話の設置場所を覚えておこう
公衆電話　設置場所検索（NTT東日本）
https://publictelephone.
ntt-east.co.jp/ptd/map/
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災害用伝言ダイヤル 171
あなたの無事を伝えましょう！

災害用伝言版

送信

検索

災害用伝言版
へのアクセス 伝言版の登録

災害用伝言版
へのアクセス

確認したい人の
携帯電話番号の入力

携帯電話から、「携帯用伝言板」を
利用することができます。

伝言の登録

伝言の確認

出典元：経済産業省

分電盤タイプ（内蔵型） 分電盤タイプ（後付型） コンセントタイプ 簡易タイプ

ブロック塀等撤去助成金制度
　市では、一定の要件に該当するブロック塀等の撤去に要する費用の一部を助成しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/seisakukeikaku/machitoshi/jutaku_shien/seidonoannai.html
【問合せ先】まちづくり推進課住宅係　☎042-387-9861
生け垣造成奨励金交付制度
　市では、生け垣をつくる費用の一部を助成しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/kurashi/474/zyoseiteeateyuusi/ikegaki.html
【問合せ先】環境政策課緑と公園係　☎042-387-9860

 屋内の備え

　いざというときのために、定期的に家族で防災について話し合いましょう。
危険箇所をチェックする
●家の内外に危険なところがないか
確認する。

●危ない場所があったら、修理や補強
をする。
非常持ち出し品と備蓄品を準備する
●必要なものが揃っているかチェックする。
●定期的に保管状態や消費期限を点
検し、必要なら交換する。
防災用具をチェックする
●消火器・救急箱の置き場所や使用
期限等を確認する。

●消火器の使い方を覚えておく。

家庭でできる浸水対策

家庭にあるものを利用して浸水防止

水のうを活用して排水口からの浸水防止

地下施設の浸水対策
　大雨時に浸水する危険がある地
下施設や地下駐車場には、止水板・
土のう・排水ポンプなどを整備し、
日頃から点検を心がけましょう。

側溝や雨水ますの清掃
　道路沿いの側溝や雨水ますが詰
まると、道路冠水や浸水の原因に
なります。日頃からの清掃にご協力
をお願いします。

正確な情報収集を
　テレビ・ラジオ・インターネット等で最新の気象情
報等に注意しましょう。雨の降り方や浸水の状況に注
意し、危険を感じたら早めに行動する
ことを心がけましょう。

避難の呼びかけに注意
　危険がせまったときには、防災行政無線、メールや
LINE、広報車等で避難の呼びかけを行います。呼び
かけがあった場合には、速やかに避難してください。
外出が危険なときは、家の中で少し
でも安全な場所に移動してください。

地下施設への浸水に注意
　地上が冠水すると、地下施設へ水
が一気に流れ込みます。水の圧力で
階段をのぼることができなくなります。

マンホールのふたに注意
　降雨量が多くなるとマンホールのふ
たが外れることがあります。また、道
路が冠水すると水面下にかくれた水
路や側溝にも注意が必要です。

河川の増水に注意
　雨が降ってきたら川に近づかないでください。

災害時でも自宅で安全・安心に生活するために…
●自宅の安全確認と対策
●食料品、水、携帯トイレ等の備蓄
●自宅周辺のリスクをあらかじめ防災マップ
等で確認

簡易水のうを活用して

プランターやポリタンクを活用 止水板を活用して

ごみ袋を二重にして中に半分程度
水を入れ、袋の口をしばると簡易水
のうができます。

ダンボール等に入れると持ち運
びに便利で、設置も簡単です。

風呂場の排水口
からの逆流防止

洗濯機の排水口
からの逆流防止

トイレの排水口
からの逆流防止

土を入れたプランターや水を入れ
たポリタンクを並べてレジャーシー
トで包み、浸水を防ぎます。

水のうやポリタンクを、長めの
板等と組み合わせ利用して浸水を
防ぎます。

事前の備え

大雨が降ってきたら

－ ① － － ② － － ③ － － ④ －

家屋に被害・倒壊の
おそれ・火災の危険がなく
安全を確保できる

（水害の場合）
浸水深より居室が高い

食料などの備えが十分

在宅避難

▼ 自宅が危険な場合は「安全な場所」へ避難 ▼

親戚や知人宅 避難所 宿泊施設

➡P.2 へ

避難するときは…
●非常持ち出し品を準備
●１人で避難しない。家族や隣近所の人
たちに声をかけて一緒に避難

●原則「徒歩」で避難
●火の元を確認し、ブレーカーを落とす。
●避難に適した装備・服装を。

➡ヘルメットや帽子、軍手、長袖・長ズボン、
運動靴（水害時も同様。長靴は水が入る
と歩きにくく危険）など

➡P.5 へ

➡防災拠点マップへ

➡P.4 へ

➡P.5 へ

➡P.2，P.3 へ

➡P.5，P.6へ

自宅が安全であれば、住み慣れた自宅で
避難生活を送る「在宅避難」を。

避難先は避難所（市立小中学校）だけではありません。
避難所の混雑緩和のため、分散避難にご協力ください。

チェック

アンテナをしっかり固定する。

屋根瓦やトタン屋根の破損や
腐食を補修する。

窓などの板ガラスに、飛散
防止フィルムを貼る。

カーテンは防炎処理を施した
ものにする。

破片によるけが防止のため、
スリッパ等を用意する。

ストーブは耐震自動消火装
置付きにする。近くに燃えや
すいものを置かない。

壁や基礎のひび割れや腐食
を補修する。

プロパンガスボンベを鎖で
しっかり固定する。

ベランダから物干し竿や植木鉢
等が落下しないようにする。

家具の上に重いものや危険なも
のを置かない。

分電盤やコンセントに感震ブ
レーカーを設置する。

家具は L 型金具やツッパリ棒で
固定する。

テレビやパソコン等も OA 用固
定器具で固定する。

消火器や三角バケツを用意する。

ブロック塀に鉄筋を入れる。
破損個所を補修する。
防災上の観点から、ブロック
塀はできるかぎり生け垣にし
たほうが安全です。

●市ホームページ

※災害時は各通信会社の公式サイトのトップ画面に、災害用伝言板の案内
が表示されます。
※メッセージは、他社の番号も確認できます。

にダイヤル1 7 1

録音は

ガイダンスに従い、録音（再生）

1 再生は 2

被災地の方の電話番号をダイヤル

－ －0
※固定電話の場合は、市外局番から入力

音声ガイダンス
による案内

音声ガイダンス
による案内

音声ガイダンス
による案内

文字メッセージ
（web 171）は
こちらから

地域とのコミュニケーションをはかる情報 災害時の収集
~的確・迅速で安全な
　　　　行動のために~〜

小金井市からの情報提供

その他官公庁からの情報提供

●東京都防災
[ホームページ]
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/
[アプリ]　
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/
1028747/index.html

●東京都防災X（旧ツイッター）
【アカウント】@tokyo_bousaiまたは、
https://twitter.com/tokyo_bousai

●気象庁ホームページ（小金井市の防災情報）
https://www.jma.go.jp/bosai/
#pattern=default&area_type=
class20s&area_code=1321000

その他の情報提供
●全国瞬時警報システム（J-ALERT）
全国瞬時警報システム（J-ALERT）からの情報が防災行政無線により放送されます。

●エリアメール（NTTドコモ）・緊急速報メール（au、SoftBank、楽天モバイル）
気象庁が配信する緊急地震速報や国・地方公共団体が配信する災害・避難情報を、携帯電話会社か
ら対象エリアにいる方の携帯電話に配信するサービスです。受信すると専用の着信音が流れます。受
信するための登録は不要ですが、機種によっては未対応や受信設定が必要な場合があります。
※受信料や情報料等は無料です。

配慮が必要な方への支援 自主防災組織への参加

大きな災害が起きたとき、市
民のみなさんの相互協力による
組織的な活動が重要です。自
主防災組織は、「自らのまちは自ら守る」という考え
方に基づき作られています。
日ごろから、地域にある自主防災組織の活動に参加

して、初期消火活動や救出・救護活動に備えましょう。

外国の方や視覚障害のある方

　以下のWEBサイト等も参考に、災害に備えましょう。

高齢者、障がい者、乳幼児などの方々は、
災害が発生した場合に、情報収集や避難
行動、避難生活などで地域のみなさんの
支援が必要です。支援を要する方はふだん
から周りの方々とのコミュニケーションを心
がけましょう。地域のみなさんにはこうした方々が遠
慮なく支援を求められる体制作りをお願いします。

トイレの対策
自助・共助・公助

災害時には、全ての現場に公的機
関が行くことはできず、消火や救
出など真っ先に行えるのは地域の
みなさんです。
日ごろから地域での交流を深め、
いざというときに助け合える関係
づくりをしましょう。
●地域の防災訓練への参加
●自主防災組織の結成、活動
●避難所の自主運営
●災害時の初期消火活動、
救出救護活動、安否確認　　　
　　　　　　　　　　　など

避難所でのペット受け入れ

　小金井市の避難所では、原則としてペットの受入れ
が可能ですが、アレルギーの方や動物が苦手な方等へ
の配慮も必要となります。
●犬、猫、小鳥やその他小動物のみ受入れが可能です。
●必ずクレート等に入れて避難してください。
●飼い主の居住スペースとペットのスペースは別となります。
●クレート等は避難所の所定の場所に設置してください。
●ペットの管理（餌や排泄物の処理等）は飼い主が責
任を持って行ってください。

ペットのための防災用品

　ペットの命や健康に関わるものを最優先に、避難先
でペットの飼育に必要なものは飼い主が準備しておき
ましょう。
□ ペットフードと水（最低５日分できれば７日分）
□ 常備薬、療法食　　□ 食器
□ トイレ用品（トイレシート、猫砂、新聞紙）
□ 健康の記録　　□ 写真　　□ 首輪・リード
□ クレート（キャリーバッグ）、ケージ
□ その他　ガムテープ、おもちゃ等必要なもの

災害に備えたしつけと健康管理

□ クレート（キャリーバッグ）等に慣らす。
□ 各種ワクチンによる予防接種を行っておく。
□ ノミなどの外部寄生虫の予防と駆除
□ 不妊去勢手術を行っておく。

避難先の検討

　避難先は避難所だけではありません。安全な場所に
ある親戚・知人宅に避難する方法や、ペットホテルや
動物病院などの一時預かりを利用する方法もあります。

ペットの所有者明示

　はぐれてしまったペットが飼い主の元に戻れるように、
迷子札やマイクロチップを装着しましょう。身元表示は、
ペットの救援を行う側にとっても重要な情報となります。

●小金井市ホームページ
　https://www.city.koganei.lg.jp/
●防災行政無線
　市内57か所の屋外スピーカーから放送を行います。
●防災行政無線が聞こえないとき
防災行政無線電話応答サービス（☎ 042-387-9900）
で放送内容を電話で確認することができます。

株式会社ジェイコム東京の提供する防災情報サービスに
加入（有料）することで、防災行政無線を屋内で聞くこと
もできます。詳しくは、同社西エリア局カスタマーセンター
（☎0120-999-000※年中無休、午前9時～午後6時）

●こがねい安全・安心メール
市内の災害情報、生活の安全に関する情報、犯罪・不審者情報等を電子メールでお知らせします。
あらかじめ携帯電話やパソコン等のメールアドレスを登録しておきましょう。

【登録方法】　
mail.koganei-city@raiden3.ktaiwork.jp
上記メールアドレスまたは二次元コードから空メールを送って、返信メールの案内に従って登録してくだ
さい。

●小金井市公式LINE
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/
461/koho/koganeiline.html
●小金井市地域安全課X（旧ツイッター）
【アカウント】　@koganei_chian、または
https://twitter.com/koganei_chian
●Yahoo!防災速報（アプリ）
https://emg.yahoo.co.jp
●テレビのデータ放送
災害時には避難所等の情報をお知らせしています。
リモコンのｄボタンを押してください。

●東京消防庁
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/

●小金井消防署
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
hp-koganei/

●救急相談センター
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
lfe/kyuu_adv/soudan-center.html

●東京版救急受診ガイド
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
hp-kyuuimuka/guide/main/
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トイレは、水や食料と並んで大切な備蓄の１つです。

携帯トイレの使い方

「水洗トイレが使えない」ことを想定して、携帯トイレを多めに備えておきましょう。
災害時には、停電・断水していなくても、設備の安全が確認できるまで携帯トイレを使用しましょう。

ペットの対策
災害発生時は「同行避難」が原則です

　災害時にペットを置き去りにしたり、むやみに放したりしないでください。後から連れ戻そうとして二次災害
にあったり、ペットが放浪してしまうと人に被害をおよぼしたりすることがあります。

備蓄と非常持ち出し品

非常持ち出し品（一例） 【リュック等に入れ、避難時にすぐに持ち出せるように！】

こんな用意もしておきましょう「日常備蓄」を始めよう

【乳幼児のいる家庭】
□　ミルク　　□　ほ乳びん　　□　離乳食　　□　スプーン
□　おむつ　　□　おしりふき　　□　抱っこひも　
□　バスタオルやベビー毛布　□　ガーゼ　□　おもちゃ　など

【妊婦のいる家庭】
□　脱脂綿　　□　ガーゼ　　□　さらし　　□　T字帯　
□　新生児用品　　□　ビニール風呂敷　　□　母子健康手帳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【要配慮者のいる家庭】
□　おむつ　　□　障害者手帳　　□　補助具の予備　
□　常備薬　　□　お薬手帳　　□　予備のメガネ　
□　緊急時の連絡先表　など
●薬は２週間程度を常備しておき、すぐに持ち出せる場
所に保管しておきましょう。外出時にも数日分の薬を
持ち歩くと安心です。

●ヘルプカード（自立生活支援課で配布）や救急医療災害
支援情報キット（地域福祉課で配布）も活用しましょう。

【ペットのいる家庭】
□　ペットフード　　□　ペット用品

「日常備蓄」は、食料品や生活用品等、日ごろ
から自宅で利用しているものを少し多めに購入
し、ストックしておくこと。「買って－貯めて－
使う」を繰り返すことで、期限が切れることなく、
常に一定量の備蓄が可能となります。

各家庭に必要な品目や数量を調べて
みましょう。

飲料水・食料
□ 飲料水
□ 乾パンや缶詰
 （加熱・お湯が不要なもの）
□ クッキー、チョコレート、

栄養補助食品、インス
タント食品

救急・安全用品
□ ヘルメット（防災ずきん）
□ 常備薬・救急医薬品
□ マスク
□ 消毒液

日用品
□ 懐中電灯・予備乾電池
□ 携帯ラジオ
□ ライター
□ 手袋（軍手）
□ ロープ
□ 筆記用具
□ 携帯電話の充電器・

バッテリー
□ ウェットティッシュ
□ メガネ

□ 使い捨てカイロ
□ ビニール袋
□ ティッシュ
□ ナイフ
□ 歯ブラシ・洗面用具
□ 携帯トイレ
□ 生理用品
□ 笛

家庭内備蓄（一例） 【最低３日分、できれば１週間分を準備！】

飲料水・食料
□ 飲料水（１人１日３リットル）
□ お米・アルファ米
□ レトルト食品・カップ麺・缶詰
　（簡単な調理で食べられるもの）

その他
□ 携帯トイレ
□ カセットコンロ・

カセットボンベ

□ 紙皿・紙コップ・
割りばし

□ 食品用ラップ
□ ポリタンク・給水袋

詳細は➡P.6へ

衣類
□ 着替え
□ 下着
□ タオル
□ 雨具

貴重品
□ 現金（10円硬貨がある

と公衆電話利用に便利）
□ 身分証明書
□ 預金通帳
□ 印鑑
　　　　  など

ローリング
ストック法
って？

備える

少し多めに

買い
足す

減った分を

食べる
・
使う

古いものから

●災害時に便利なアプリとWEBサイト（多言語版）
[内閣府ホームページ]
https://www.bousai.go.jp/kokusai/web/index.html

●「東京くらし防災」、「東京防災」

https://tsutaeru.cloud/easy.php?uri=https://www.
bousai.metro.tokyo.lg.jp/1028036/1028051/index.
html

自分たちのまちは自分たちで守る
日ごろから災害に関する知識を身に付け、
災害に備えましょう。

●食料や水、携帯トイレ等の備蓄
●家の安全対策（家具の転倒防止、
建物の耐震化など）

●家族での話し合い　　　　など

自分の命は自分が守る

●地域防災計画の策定
●避難所や備蓄品などの整備
●自助、共助への支援
●災害復旧への取組み　　など

公的機関（市、消防、警察、
東京都、国等）による活動

自 助

公 助

共 助

我が家に必要な携帯トイレの数は？●トイレの回数は１人１日平均５回と言われ
ています。

●最低３日できれば１週間分を、多めに準
備しましょう。 １日約５回 × 家族　　　人 × ７日分 ＝　　　　回分

東京都「ペット防災」ホームページ

など

東京備蓄ナビ（東京都ホームページ）

https://www.bichiku.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.hokeniryo.metro.
tokyo.lg.jp/kankyo/aigo/bousai

「東京くらし防災」・「東京防災」は
音声コードが使えます。

「東京くらし防災」、「東京防災」
には音声コード「Uni-Voice」が、
各右ページ右下に印刷されていま
す。スマートフォン専用アプリ等
で読み取ると、音声で内容が確認
できます。また、ページによって
複数の音声コードがございます。

右記のストアより
ダウンロードが可能です。
※Android版・iOS版
以外では対応しており
ません。

❶ ポリ袋を便器にかぶせ、
便座をおろす。
※後からかぶせる携
帯トイレの袋が濡れ
るのを防ぎます。

❷ 便座の上から携帯トイレ
の袋をかぶせる。

❸ 使用後、凝固剤を入れて
固める。

❹ 携帯トイレの袋を外して、
口をしっかりしばる。

❺ 蓋つきのごみ箱等で一時
保管し、区市町村の指示
に従って処分する。

音声コードアプリ「Uni-Voice Blind」のダウンロード方法

Be Prepared for Disasters재해 대비 应对灾害的准备

小金井市
防災マップ
小金井市
防災マップ
小金井市
防災マップ

家族との連絡方法（安否確認）

備えよう！

災害に関わる

全てから。

自主避難所とは？

市民のみなさんの問合せ状況等を踏まえ、事前避難を希望される方を対象に一時的に開設します。
・市が避難情報等を出した際に開設される「避難所（市立小中学校等）」とは異なります。
・すべての避難所で開設されるわけではありません。
・食料、飲料水、日用品等の提供は原則として行いません。各自、必要品１日分をお持ちください。

風水害・土砂災害時

https://www.city.koganei.lg.jp/kurashi/472/bosai/bosaiservice/bousaimap.html
https://publictelephone.ntt-east.co.jp/ptd/map/
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kyuuimuka/guide/main/
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/461/koho/koganeiline.html
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-koganei/
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/kyuu_adv/soudan-center.html
https://www.jma.go.jp/bosai/#pattern=default&area_type=class20s&area_code=1321000
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/1028747/index.html
https://tsutaeru.cloud/easy.php?uri=https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/1028036/1028051/index.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kankyo/aigo/bousai

